
梱包資材のSDGs化事例集

他社事例から

あなたへのヒントが見つかる

実践編
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01 - SDGs思考の梱包資材

2

トヨコンは総合物流商社の責として、包装資材販売・省人化事業を通じて、お客様や社会と共創し、SDGs達成を目指します。

- トヨコンSDGs宣言はこちら

トヨコンが考える SDGs思考の梱包資材

そのモノ自体が持つ社会的・経済的・環境的な

あらゆるの問題点を改善すべく用いる梱包資材

https://www.toyocongroup.co.jp/sdgs/
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対象選定

ターゲット設定

キーワード抽出

具現化

着眼点を置く

選別・評価

-ストレッチフィルム

-減プラ、CO2削減、レス化

-希望点列挙法

-素材のレス化 ※次頁

・減プラできたらな

・CO2削減したいな

・レス化できたらいいな

・廃棄物が少なくなるといいな

・リサイクルできるといいな

-対象製品を選定する

-着眼点を置く

- SDGsターゲットを設定する

-キーワードを抽出する

-選別をおこなう

- 環境系

梱包資材のSDGs化の進め方
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▶ 解説

例：ストレッチフィルム

まずは素材のレス化にあたるフィルム厚に着目。

左の図は、ストレッチフィルム20μを100とした

場合の16μ、12μの材料使用量を示したもので

ある。20μから16μに変更した場合約20％、

12μに変更した場合約40％のプラスチック使用

量削減となる。

プラスチック使用量の削減は、CO２削減すなわち

温室効果ガス削減に置き換えられ、SDGs化と捉

えることができる。本例の場合、同時にコスト削減

も期待できる。

▶効果：減プラ,CO2削減,レス化＋コストダウン

プラスチック量削減＝温室効果ガス削減

＋コスト低減にも繋がり得る

実施例）ストレッチフィルム

✓フィルム厚に着目
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旧仕様

▷ プラ板、発泡プラ板、発泡スチロール等、

数種のプラ材を採用した仕様

BEFORE 木枠梱包 AFTER 段ボール

事例1 作業性向上×脱プラ

6

お客様
医療機器用部材メーカー様

対象製品
精密機器

ターゲット
12[持続可能な消費と生産],14[海洋資源]

キーワード
作業性/管理工数/保管スペース/脱プラ

着眼点
部材数の削減

脱
プラ

脱
炭素

作業性
向上

省ス
ペース



効果

✓ 作業性向上

✓ 管理工数の大幅削減

✓ 輸送・保管時の省スペース化

✓ 脱プラ

✓ 脱炭素

✓ コストダウン

✓ リサイクル可能＝資源物扱い

包装手順に合わせた組立方式を1部材で実現
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事例1 作業性向上×脱プラ 脱
プラ

脱
炭素

作業性
向上

省ス
ペース



BEFORE AFTER

旧仕様

▷ 気泡緩衝材2種類、発泡緩衝シートを使用

▷ 段ボールはステープラー留め作業

事例2 脱プラ×作業性向上
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お客様
計測機器メーカー様

対象製品
計測機器

ターゲット
14[海洋資源],15[陸上資源]

キーワード
脱プラ/脱炭素/作業性/リサイクル

着眼点
素材の紙(段ボール)化

脱
プラ

脱
炭素

作業性
向上



効果

✓ 脱プラ＝使い捨てプラスチック緩衝材の排除

✓ 脱炭素

✓ 作業性の向上

✓ リサイクル可能＝資源化

✓ FSC認証

✓ 管理工数削減

✓ 添付品漏れリスク低減

内外装一体の段ボール構造体開発

廃プラ０
※オプション品を除く

9

事例2 脱プラ×作業性向上 脱
プラ

脱
炭素

作業性
向上



お客様
医療機器用部材メーカー様

対象製品
医療用部材

ターゲット
12[持続可能な消費と生産],15[陸上資源]

キーワード
ウッドショック/安定供給/作業性/リサイクル

着眼点
素材の段ボール(強化段ボール)化

BEFORE 木枠梱包 AFTER 強化段ボール

事例３ 安定供給×リサイクル化

旧仕様

▷ 海外輸出のため、重量物の梱包に適した木枠梱包

▷ 梱包時にビス打ち作業が必要

▷ 受取側は産業廃棄物として処理が必要
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作業性
向上

省ス
ペース



長尺重量物に対応の専用構造体開発

「強化段ボール化」の実現

効果

✓ 段ボール化による安定供給

✓ リサイクル化による資源物扱い

✓ ビス打ち不要な仕様で梱包工数削減

✓ 軽量化によるハンドリング・作業性の向上

✓ 折り畳み構造による保管・輸送の省スペース化

✓ コストダウン
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作業性
向上

省ス
ペース事例３ 安定供給×リサイクル化



BEFORE 木枠梱包 AFTER 強化段ボール

イメージ
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お客様
医療機器用部材メーカー様

対象製品
医療用部材

ターゲット
12[持続可能な消費と生産],15[陸上資源]

キーワード
ウッドショック/安定供給/作業性/リサイクル

着眼点
素材の段ボール(強化段ボール)化

旧仕様

▷ 海外輸出のため、重量物の梱包に適した木枠梱包

▷ 梱包時にビス打ち作業が必要

▷ 受取側は産業廃棄物として処理が必要

作業性
向上

省ス
ペース事例４ 安定供給×リサイクル化



効果

✓ 取り扱い容易

✓ リサイクル可能＝資源化

✓ 省スペース

✓ 作業標準化

✓ ウッドショック対応

✓ 森林資源の保護

木材代替として開発された

重量物用強化段ボール採用

重量 木箱比 1/3

平面圧縮強度 4.5～7倍
※一般段ボールAf比

強化ダンボール WAf

一般ダンボール Af

強化ダンボール 3Af
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作業性
向上

省ス
ペース事例４ 安定供給×リサイクル化
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断熱保温機能を持つ段ボール

用途例 : 冷凍食品

医薬品

低温輸送飲料

優れた断熱保温性

紙材リサイクル可能

省スペース

仕様の自由度

03 – 未来志向の新紙素材Ⅰ

▼発泡スチロールとの保温性比較

- 保冷剤投入比較
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経過温度℃

経過時刻 8:30 14:00 20:00 24:00

外気温 26 32 27 24

発泡スチロール 2 7 11 15

断熱機能段ボール 2 5 13 17



想
定
さ
れ
る
市
場

食品分野

電子機器

医療分野

クリーンルーム etc

高耐油性

高気密性

リサイクル可能

生分解性

粉の出にくい無塵性紙

03 – 未来志向の新紙素材Ⅱ

＼持続可能な紙材／

▷ 結果

ほぼ分解

固形部は触手崩壊

▷ 試験

腐葉土プランタ1か月埋設

埋設時期:7月～8月

場所:露地
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03 – 未来志向の新紙素材Ⅱ

段ボール材とすり合わせ発塵落下軌跡を観察

※本発塵性測定データはある環境下における実測値であり、参考値です。保障するものではありません。

● 高負荷時における発塵量(0.5μｍ以上測定)

ボール状に丸めたA4サイズ紙片を60回握り潰し、広げた時と再度握りつぶした時の発塵量を測定

■ 発塵性評価

繊維が毛羽たち脱落 繊維は安定、脱落無し

試験片を十字折り後に広げ、アルミたわしで上下10往復摩擦

■ 表層

■ 摩擦評価

一般コピー紙

100倍拡大

無塵性紙

100倍拡大

他社様無塵性紙材（参考）

250倍拡大

無塵性紙

250倍拡大

他社様無塵性紙材（参考） 無塵性紙
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もう一度おさらいしたい方向け
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>> 教科書はこちら

https://www.toyocongroup.co.jp/documents/library-packaging04


お気軽にお問い合わせください。

お問い合わせはこちら

お気軽にお問い合わせください。

お問い合わせはこちら 19

会社概要

https://www.toyocongroup.co.jp/contact/
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